
発
刊
に
あ
た
っ
て

学
　
長

今
　
小
　
路
　
覚
　
瑞

　
相
愛
学
園
が
現
在
の
地
に
、
親
鶯
聖
人
の
御
信
念
を
女
子
教
育
の
宗
教
的
情
操
教
育
の
基
盤
と
し
て
創
立
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二

十
一
年
で
あ
る
。
爾
来
こ
の
建
学
の
精
神
は
、
如
何
に
世
相
が
変
転
し
よ
う
と
も
、
一
毫
の
ゆ
る
ぎ
も
な
く
伝
統
さ
れ
今
日
に
及
ん

で
お
り
、
且
つ
ま
た
将
来
に
も
変
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

　
然
し
、
学
園
の
外
相
は
大
き
く
変
化
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
そ
の
間
、
戦
災
の
た
め
存
亡
の
危
機
を
経
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ

の
災
厄
を
の
り
越
え
て
、
現
在
で
は
四
年
制
の
女
子
大
学
（
音
楽
学
部
）
、
女
子
短
期
大
学
（
国
文
科
・
家
庭
科
）
、
高
等
学
校
（
普

通
科
、
音
楽
科
）
及
び
中
学
校
を
経
営
し
、
附
設
事
業
と
し
て
子
供
の
音
楽
教
室
を
設
け
て
、
戦
前
の
学
園
の
数
倍
の
子
女
の
教
育

活
動
を
活
濃
に
行
っ
て
、
大
阪
を
中
心
と
し
て
社
会
へ
の
教
育
奉
仕
に
専
念
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
今
年
は
そ
の
年
輪
を
重
ね
て
八
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
吾
等
の
こ
の
上
な
い
悦
び
で
あ
る
と
同
時
に
、

未
来
に
向
っ
て
弥
々
強
く
前
進
す
る
責
務
と
勇
気
と
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
弦
に
、
こ
の
八
十
周
年
を
記
念
す
る
た
め
、
従
来
毎
年
刊
行
さ
れ
て
き
て
い
る
相
愛
女
子
大
学
・
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
を
記

念
号
と
し
て
特
集
発
刊
し
、
大
方
諸
賢
の
御
高
批
を
希
う
こ
と
に
し
た
。
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